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国
の
児
童
手
当
制
度

昭
和
四
十
七
年
幽
月
か
ら
実
施

児
童
手
当
制
度
は
、
国
会
で
児
童
手
当
法
が
成
立
し
た
こ
と
に
ょ
り
、
い
よ
い
よ
明
年
一
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
の
健
全
育
成
と
資
質
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象
児
童
を
三
十
分
の
一
世
帯
抽
出
で
推
計
し
ま
す
と
、

新
潟
県
全
体
で
二
万
四
千
三
百
二
人
、
十
日
町
市
で
は
四
百
二
十
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
こ
の
児

童
手
当
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
児
童
手
当
制
度
の
目
的
は
、

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
児
童
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児

童
の
育
成
の
場
で
あ
る
家
庭
に
お
け

る
生
活
の
安
定
を
は
か
る
と
と
も
に

次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童
の
健
全

な
育
成
と
資
質
の
向
上
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

支
給
を
受
け
ら
れ

る
人
と
手
当
の
額

児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
い
る
者
に
対
し
て
、
三
人

目
以
降
の
児
童
で
義
務
教
育
終
了
前

の
も
の
に
つ
き
月
額
三
千
円
の
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
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た
だ
し
、
そ
の
人
が
高
額
の
所
得
鱒

が
あ
る
場
合
に
は
、
支
給
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
四
十
六
年
度
で
は
扶
養
親
族

等
五
人
の
場
合
で
前
年
の
収
入
が
二

百
万
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
支
給
さ

は
十
才
未
満
の
児
童
に
拡
げ
、
昭
和

四
十
九
年
四
月
か
ら
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
と
な
り
ま
す
。

　
支
給
を
受
け
る

　
方
法

　
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
十
月
一
日
か
ら
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
に
申
し
出
て
、
市
長
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

毎
年
二
月
、
六

月
、
十
月
の
三
回
に
分
け
て
そ
れ
ぞ

れ
前
月
ま
で
の
手
当
が
ま
と
め
て
市

か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
昭
和
四
十

七
年
一
月
と
二
月
分
の
児
童
手
当
は

三
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
国

地
方
公
共
団
体
、
三
公
社
に
お
い
て

直
接
、
認
定
お
よ
び
支
給
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

れ
ま
せ
ん
。

　
最
初
の
年
は
五

　
歳
未
満
の
児
童

　
が
該
当

　
な
お
、
支
給
の
対
象
と
な
る
三
人

目
以
降
の
児
童
は
段
階
的
に
拡
大
す
『

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
最

初
の
年
（
昭
和
四
十
七
年
一
月
～
昭

和
四
十
八
年
三
月
）
は
こ
れ
を
五
才

未
満
の
児
童
と
し
、
昭
和
四
十
八
年

四
月
か
ら
昭
和
四
十
九
年
三
月
ま
で

∂“ん葛τ璽・・ちオけあ噌ぼ。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

この子らのために、47年から児童手当

がいよいよ支給されます

赤
い
羽
根

共
同
募
金
運

動
は
、
皆
さ

ま
方
の
暖
い

善
意
で
昨
年

は
目
標
額
二

百
八
＋
万
九

千
円
に
達
す

る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
尊
い
お
金
は
、
市
内
の
社

老
人
に
健
康
と
幸
ぜ
を

医
療
費
の
助
成
制
度
ス
タ
ー
ト

　
市
は
老
人
の
健
康
と
福
祉
の
増
進

を
は
か
る
た
め
、
市
内
に
住
む
七
十

五
才
以
上
の
高
令
者
を
対
象
に
医
療

費
の
一
部
（
二
割
）
を
助
成
す
る
高

令
者
の
医
療
費
助
成
制
度
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
に
よ
る
助
成
は
、
昭
和

四
十
六
年
四
月
一
日
以
後
の
医
療
費

か
ら
適
用
し
、
助
成
の
対
象
と
な
る

医
療
費
は
、
病
院
、
診
療
所
な
ど
で

保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場

合
の
外
来
医
療
費
で
（
柔
道
整
復
、

あ
ん
摩
、
は
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の

治
療
費
を
除
く
）
そ
の
医
療
費
の
二
．

割
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
助
成
の
方
法

　
医
療
費
の
助
成
を
う
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
療
養
に
要
し
た
一
部
負
担

金
を
医
療
機
関
に
支
払
い
、
申
請
書

（
市
社
会
福
祉
事
務
所
、
各
出
張
所

歩行者も交通ルール守つて

交通安全対策会議が街頭指導

市交通安全対策会議（会長春日由三）は、夏の

交通事故防止運動の一つとして、去る8月1日

から20日までの14日間、交通安全対策会議委員

や安全協会委員、市役所幹部などによる街頭指

導を実施しました。

これは、交通関係艮員幹部を先頭に交通事故絶

滅を期そうということで行なったものです。

この街頭指導の際に、十日町ロータリークラブ

北ロータリークラブやライオンズクラブなどか

らご協力いただきました。運転者ばかりでなく

歩行者も交通ルールを守って、交通事故など絶

対起さないようにしましょう。

灘

歩
行
者
に
交
通
ル
ー
ル
を
指
導
し
て
い
る
春
目
市
長

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）
に
践
療
、

機
関
の
証
明
を
受
け
て
、
市
社
会
福

．
祉
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
・

　
後
日
、
助
成
の
額
や
支
払
い
の
方
㎜

法
を
申
請
者
に
通
知
し
ま
す
。
ま
た

申
請
の
際
、
確
認
の
た
め
、
保
険
証
’

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
助
成
対
象
と
な
ら
な
い

　
医
療
費

　
つ
ぎ
の
医
療
費
は
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

一
、
第
三
者
行
為
に
か
」
る
も
の
の
．

　
医
療
費
（
変
通
事
故
等
）

二
、
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て

　
い
る
も
の
の
医
療
費

三
、
ね
た
き
り
老
人
医
療
費
助
成
事

　
業
の
対
象
と
な
っ
た
医
療
費

四
、
そ
の
他
法
令
に
よ
る
公
費
負
担

　
に
か
か
る
医
療
費

　
申
請
の
期
限

　
医
療
費
の
助
成
を
う
け
よ
う
と
す

る
者
は
療
養
を
受
け
た
月
か
ら
一
年

以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
一
年

以
上
す
ぎ
た
場
合
は
無
効
）
そ
の
他

不
明
の
点
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
に

翁
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
福
祉
活
動
を
進
め
る
上
に
大
き
な

役
割
を
果
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
対

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
二
百
八
十
六
万
三
千
円
の

目
標
額
を
定
め
、
十
月
か
ら
募
金
運

動
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
共
同
募
金
運
動
に
み
な
さ
ま

方
の
絶
大
な
る
善
意
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
金

…
は
つ
ぎ
の
よ
ろ
ノ
に
使
用
さ
せ
て
い
た

．
だ
く
予
定
で
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま

冒
す
。

　
昭
和
四
十
六
年
度
共
同
募
金
の
内

・
訳
、
目
標
額
、
二
百
八
十
六
万
三
千
円

　
配
分
内
訳

　
県
内
社
会
福
祉
施
設
等
へ

　
　
　
　
　
　
六
十
一
万
三
千
円

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
二
百
二
十
五
万
円

乏洗浄散水車を配置蓼
市は去る8月13日、ニッサン780型洗浄散水車を269万5

千円で購入、清掃課に配置しました。この敵水車は、6

∫の水を満載し、前方のふん射ポンプで道路を洗浄し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　後方で散水でき

の
威
い
　
　
　
散

路
に
　
て
　
　
　
浄

道
水
し
　
　
　
洗

で
散
揮
　
　
　
は
】

の
と
発
　
。
　
真
車

も
浄
を
す
　
写
水

る
洗
力
ま
　
【

　
　
臨

　
　
晒

　
　
篤

弾　
　
　
連
想
ゲ
ー
ム
公
　
　
㎜

　
　
　
開
録
画
　
　
　
　
　
㎜

　
　
市
及
び
N
H
K
新
潟
放
送
局
は
、
　
㎜

　
市
民
会
館
落
成
記
念
行
事
の
一
つ
と
…

　
し
て
、
N
H
K
土
曜
ス
ペ
シ
ャ
ル
㎜

　
　
「
連
想
グ
ー
ム
」
全
国
放
送
公
開
録
㎜

　
画
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
の
㎜

　
で
希
望
者
は
、
往
復
は
が
き
で
N
H
㎜

　
K
新
潟
放
送
局
放
送
部
「
連
想
ゲ
ー
㎜

　
ム
」
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
…

　
　
申
込
み
の
締
切
り
は
十
月
十
五
日
㎜

　
　
（
到
着
）
ま
で
で
す
。
　
　
　
　
　
㎜

　
▽
日
時
　
十
月
二
十
六
日
（
火
）
午
㎜

　
　
後
五
時
四
十
分
か
ら
七
時
十
分
㎜

　
　
　
（
午
後
五
時
開
場
）
　
　
　
　
　
照

　
一
▽
場
所
　
十
日
町
市
民
会
館
　
　
　
　
㎜

　
　
三
十
日
ま
で
へ
当
日
消
印
有
効
）
　
㎜

　
四
、
送
の
先
十
日
町
市
役
所
商
工
柵

　
　
課
（
郵
便
番
号
九
四
八
）
　
　
　
　
㎜

　
五
、
発
表
　
昭
和
四
十
六
年
十
月
中
㎜

　
　
旬
（
入
選
者
に
通
知
）
　
　
　
　
　
㎜

　
六
、
入
選
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
一　
　
　
特
選
賞
金
二
万
円
　

一
名
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
佳
作
　
賞
金
三
千
円
　
　
十
名
㎜

し
験
《
汀
》
〉
畿
㌔
∴
｝
“
讐
監
ー

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
配
分
を
受

．
け
た
も
の
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
決
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

・
市
全
域
に
わ
た
る
福
祉
活
動
に

　
　
　
　
　
　
五
十
三
万
三
千
円

・
市
の
住
民
福
祉
活
動
に

　
　
　
　
　
　
五
＋
八
万
七
干
円

　
（
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
施
設
に
入

・
れ
な
い
在
宅
の
生
活
困
難
者
等
）

・
・
地
域
の
福
祉
施
設
活
動
に

一
　
　
　
　
　
　
四
＋
八
万
円

7
供
の
警
場
、
季
節
保
育
所
、

㎜
心
配
ご
と
相
談
所
等
）

ハ

㎜
．
才
末
た
す
け
あ
い
援
護
金
に

｝
　
　
　
　
　
六
＋
五
万
円

土
木
工
事

入
札
結
果

雪
ま
つ
り
の

　
　
　
　
　
　
「
テ
ー
マ
」
　
　
　
募
集

　
会
の
テ
ー
マ
「
進
歩
と
調
和
」
）

・
二
、
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
住

　
所
、
氏
名
、
年
令
を
忘
れ
す
記
入

　
の
上
郵
送
す
る
こ
と
。

　
、
締
切
り
　
昭
和
四
十
六
年
九
月

二

の市
工

〈
七
月
二
十
四
日
〉

▽
宇
都
宮
二
号
線
舗
装
新
設
工
事
（
二
六
二
層
）

落
札
者
　
（
株
）
中
野
建
設
工
業
　
　
落
札
額
　
二
百
二
十
五
万
円

〈
七
月
二
十
九
日
〉

▽
川
治
昭
和
町
線
道
路
改
良
工
事
（
妻
有
橋
新
設
二
五
三
材
）

落
札
者
　
（
株
）
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト

落
札
額
　
千
七
百
四
十
万
円

入
札
結
果
〈
八
月
四
日
〉

▽
吉
田
一
号
線
特
殊
改
良
第
一
種
工
事
（
吉
田
山
谷
六
三
厨
）

落
札
者
　
柳
土
建
　
　
落
札
額
　
九
十
四
万
円

▽
春
日
町
三
、
六
号
線
舗
装
新
設
工
事
（
春
日
町
三
〇
三
層
）

落
札
者
　
中
野
建
設
（
株
）
　
　
落
札
額
　
三
百
万
円

　
　
暴
走
運
転
を
や
め
て
！

八
月
は
特
に
夜
間
に
お
け
る
飲
酒
運
転
、
暴
走
運
転
に
よ
る
事
故
が

増
発
し
一
月
以
降
の
事
故
で
は
死
者
は
昨
年
の
三
倍
の
六
人
、
負
傷

者
は
百
二
十
七
人
（
昨
年
同
期
百
十
五
人
）
に
達
し
ま
し
た
。

最
も
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
青
少
年
の
暴
走
運
転
が
あ
り
ま
す
。

今
後
青
少
年
の
暴
走
運
転
排
除
に
つ
い
て
、
保
護
者
及
び
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
二
十
三
回
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
隅

は
昭
和
四
十
七
年
二
月
十
二
、
十
三

日
の
両
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
は
冬
の

行
事
と
し
て
、
広
く
全
国
に
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
一
層
み
な
さ
ん
、

に
親
し
ま
れ
る
雪
ま
つ
り
に
す
る
た

め
、
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
雪
ま
つ
り

の
「
テ
ー
マ
」
を
募
集
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
商
工

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
電
話
七
⊥
三
二
番
）

一
、
内
容
　
明
る
い
雪
国
の
生
活
と

　
繁
栄
、
高
級
織
物
産
地
の
躍
進
を

　
象
徴
す
る
も
の
（
例
・
万
国
博
覧

　　市県民税の特別徴収制度

市町村長が指定した事業所に勤務
している個人の市県民税を6月か
ら翌年5月まで毎月給与の支払い
をする際徴収して、翌月のゆ日ま
でに納めていただくもので、住民
税の徴収方法の一つです。

　異動報告書の提出は忘れずに
住民税の特別徴収義務者で、退職
等により給与の支払いを受けなく
なった方があるときは、すみやか
に異動報告書を提出してくださ
い。この提出がおくれますと、納
税者にご迷惑をおかけすることが
あります。

旧
金
鶏
勲
章
叙
賜
圃
時
賜
金

受
給
者
に
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
す

昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
付
旧
金
鶏
勲
章
一
時
賜
金
受
給
者
で

現
に
生
存
し
て
い
る
勲
章
受
給
者
（
た
だ
し
勲
童
受
給
者
が
昭
和
三

十
八
年
四
月
一
日
以
後
に
死
亡
し
て
い
る
と
き
は
、
死
亡
し
た
者
の

遺
族
も
こ
の
受
給
の
対
象
）
に
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
す
。

勲
章
受
給
者
は
申
告
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
署
名
捺
印
の
う
え

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
提
出
ね
が
い
ま
す
。

（
申
告
用
紙
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
）

市霜4あ』イ．
．轄吉，驚霧
のゑ轄薪審
崩蟹泌2
船欄墜磐の

414



第179号

市報とおかまち 昭和46年9月15日（水曜日）　（昭和32年6月5日第三種郵便物認可）　一2一

　　　　市展の出品作品を募集

市は第4回市美術展（市展）を10月22日から3

日間、市公民館（市民会館内）で開きますので

作品をつぎのとおり募集しています。なお、今

回の市展は、2力年継続工事で完成を予定され

ている（9月20日完成予定）市民会館で開催し

ますので多数ご応募ください。

　〉作品

　第1部　日本画（額ぶち付き）第2部　洋

　画（8号以上、額ぶち付き）第3部新し

　い美術（常識以上の大きさをこえないこと）

　第4部　彫塑（常識以上の大きさをこえない

　こと）

　第5部書道（全紙以内で釈文票添付）

　第6部　写真（半切以上．台紙もしくはパ

　ネル張り）点数は制限しないが未発表作品

　のこと。

　［＞出品料　各部とも1点300円

　〉搬　入　ゆ月16日午後8時までに市公民館

　まで持参ください。

　〉その他　出品者は必ず出品目録を提出して

　ください。また、作品の裏面には題名等を

　記入した出品表をはって天地を明示してく

　ださい。

審査は、10月17日市公民館で行ない、優秀作品

には市展賞、奨励賞、佳作賞を授与します。

　台所などには給気ロを（建築基準法を改正）

建物の台所や浴室のたき口など火を使用する室

ではつぎの設備や措置が必要になりましたので

お知らせします。

　（建築基準法第28条第3項、同第35条の2）

（1）給気口……天井の高さの％以下の位置に取付

　　　　ける
（2）排気ロ……天非または天井から下へ80伽以内

　　　　の位置に設け直接外気に開放し、

　　　　または排気筒に直結する。

（3）壁及び天井に面する部分を不燃材料または、

準不燃材料で仕上げをする（ただし平家の建

物及びその室が最上階にある場合には適用し

　ません。）

詳細は市役所建設課または土木事務所建築係へ

お問い合わせください。

　　　　交通制限のお知らせ

市道稲荷町一川原町線は大堰工事（本町道り）

のためゆ月1日から目月ゆ日まで交通止めにな

ります。　（市道田中町一西浦町線は一方通行）

　　　旭ケ丘団地分譲宅地を募集

緑にかこまれた旭ケ丘団地の分譲宅地を募集し

ています。

代金は宅地引渡しから2力年間の分割支払いで

すので希望者は甫都市開発課にお問い合わせく

ださい。　（電話7－3川番）

　　　学資保険など発売
郵便局の簡易保険は、9月1日からお子さんの学

資準備に役立つr学資保険」と老後のたのしみ

にr特別終身保険」を発売しました。くわしい

ことは、十日町郵便局にお問い合わせください。

行政相談におでかけください

　　巡回相談など実施

10月10目から10月16日まで行政相談週間が全国

一斉に始まります。市でもつぎの日程で合同相

談及び巡回相談を実施しますので、役所に対す

る苦情や相談、意見などがありましたらお気軽

るにおでかけください。取り扱いは無料です。

当目は渡辺行政相談員（市内山本）が相談に応

じます。

合同相談

　日時　10月i4日　午前9時～午後4時

会場　市役所市民相談室

巡回相談

　日時　io月15日午前9時～午後4時

会場下条出張所

　目時　Io月i6日午前9時～午後4時

会場水沢出張所

27日から秋の全国交通安全運動〃

秋の全国交通安全運動が9月27日から10月6日

まで展開されます。

市交通安全対策会議は暴走運転と駐車違反の排

除を重点に運動を展開します。

口大万書店（本町2）はこのほどへき地児童生

徒用に図書33（珊を寄贈しました。

■村周織物（太子堂）は3万円市社会福祉事業

に寄付しました。　（香典返し）

第3回JCスクールに180名が参加

十日町青年会議所主催のJ　Cスクーノしは、去る

18月ゆ日から6日問十日町小学校で18し名の若

人が参加して開かれました。

このJ　Cスクールは昭和44年度に開校以来3回

目ですが、今年は女性の参加者が多く80名を数

えました。

全員が合宿制で草柳大蔵氏、三宅艶子氏、春日

由三氏等の講師の話しを聞いたり、座禅や校庭

清掃など規則正しい6日間を過ごしました。

　
去
る
八
月
二
十
四
日
午
前
九
時
か

ら
「
み
ん
な
で
明
る
い
社
会
を
築
き

お
互
い
の
奉
仕
活
動
で
市
民
の
福
祉

を
高
め
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

十
日
町
市
社
会
福
祉
大
会
が
商
工
福

祉
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

主
催
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
関
係

団
体
約
三
百
人
の
人
達
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
大
会
は
式
典
の
あ
と
社
会
福
祉
問

題
に
つ
い
て
の
研
究
討
議
に
う
つ
り

つ
ぎ
の
五
氏
の
意
見
発
表
が
あ
り
、

最
後
に
市
社
会
福
祉
事
務
所
長
の
研

究
協
議
の
ま
と
め
が
あ
り
ま
し
た
。

　
宮
内
喜
平
「
老
人
の
希
望
」
、
中

林
フ
ミ
「
施
設
で
の
｝
日
」
、
長
谷

川
敏
雄
「
禁
止
よ
り
実
行
す
る
喜
び

を
」
田
ロ
ナ
ヲ
「
母
子
福
祉
間
題
に

っ
い
て
」
、
庭
野
国
吉
「
身
体
障
害

者
の
現
状
に
つ
い
て
」
。
ま
た
午
後

一
時
か
ら
曹
洞
宗
大
本
山
特
派
布
教

師
藤
本
幸
邦
氏
の
「
あ
わ
れ
み
の
福

祉
か
ら
責
任
の
福
祉
へ
」
の
講
演
が

あ
り
、
つ
ぎ
の
大
会
宣
言
を
行
な
い

散
会
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
自
ら
の
福
祉
活
動
を
通

じ
公
私
の
諸
施
策
の
促
進
を
は
か
る

べ
く
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

一
、
老
人
福
祉
施
設
の
充
実
を
図
る

二
、
児
童
福
祉
施
策
の
充
実
強
化
と

　
青
少
年
の
健
全
育
成

三
、
激
増
す
る
交
通
事
故
対
策
の
促

進
強
化

四
、
身
体
障
害
者
福
祉
の
充
実
を
図

り
、
明
る
い
未
来
を
築
こ
う

　
な
お
席
上
つ
ぎ
の
方
が
社
会
福
祉

事
業
の
推
進
に
貢
献
し
た
と
い
ろ
と

と
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▽
表
彰
状

団
体
互
親
長
寿

会
（
為
永
）

個
人
酒
井
栄
七

（
吉
田
山
谷
）
、

内
藤
直
義
（
椌
木

）
、
庭
野
与
一

（
赤
倉
）

▽
感
謝
状
西
郷
響
藏

も
り
あ
が
っ
た
社
会
福
祉
大
会

　
　
　
　
市
民
福
祉
を
高
め
る
た
め
に

表彰を受ける庭野さん（赤倉）

砂日　庭野医院　神明町

　　　電話2－27目番

24目　大島医院　川原町

　　　電話2－2957番
26日　至誠堂医院　西浦

　　　電話2一一3276番

県の指定文化財となった

四日町神宮寺の観音様⑭

いよ今境ろ　代意将名胸rビHの百かの納王士に
響8編窪讐誘要お穰聚モ擢夢耳黄辛慰蝋禦塚藷響
堂さ藍は寺こ。時川代有度マレN年二今た奉仁力堂

が
一
堂
し
か
建
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。

　
こ
の
仁
王
様
が
奉
納
さ
れ
て
か
ら

十
三
年
後
、
一
七
五
七
年
の
秋
、
た

ま
た
ま
四
日
町
の
真
浄
院
の
十
二
世

古
月
総
印
和
尚
が
長
野
県
善
光
寺
に

参
詣
し
、
そ
の
雄
大
な
堂
門
を
見
て

驚
き
、
ひ
そ
か
に
観
音
堂
の
山
門
建

立
を
発
願
し
ま
し
た
。

　
和
尚
は
善
光
寺
か
ら
帰
る
と
、
出

雲
崎
住
人
の
山
田
そ
う
八
と
い
う
匠

工
に
山
門
の
設
計
図
を
画
か
せ
ま
し

た
。
　
し
か
し
総
印
和
尚
は
長
野
県
貞
祥

寺
の
住
職
に
招
か
れ
て
真
浄
院
を
去

る
こ
と
に
な
り
、
山
門
建
立
の
発
願

は
と
だ
え
た
か
に
見
え
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
一
七
六
一
年
の
春
、
神

宮
寺
の
四
世
守
山
良
朴
（
り
ょ
う
は

く
）
和
尚
が
た
ま
た
ま
真
浄
院
を
訪

れ
た
と
き
、
当
時
総
印
和
尚
の
あ
と

を
受
け
て
真
浄
院
十
三
世
と
な
っ
て

い
た
晦
堂
義
秀
和
尚
が
、
山
門
の
設

計
図
を
見
せ
て
そ
の
い
わ
れ
を
語
り

こ
れ
を
良
朴
和
尚
に
与
え
ま
し
た
。

　
良
朴
和
尚
は
熟
考
の
末
、
つ
い
に

山
門
建
立
の
大
願
を
発
し
て
具
体
的

に
そ
の
企
画
を
す
る
に
至
っ
た
の
で

す
。
和
尚
は
山
田
氏
を
招
い
て
山
門

の
造
宮
を
要
請
す
る
と
と
も
に
各
方

面
に
勧
進
を
募
り
ま
し
た
。

　
遠
近
こ
れ
を
聞
く
も
の
は
こ
ぞ
っ

て
こ
の
志
に
賛
同
し
、
材
木
や
資
財

を
喜
捨
し
、
ま
た
石
を
ひ
き
、
土
を

【写真はJ　Cスクール開講式】

鷹

運
搬
す
る
な
ど
喜
ん
で
労
力
を
提
供

し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
一
七
六
三
年
八
月
二
十

五
日
、
そ
の
功
な
っ
て
山
門
の
上
棟

が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
内
外

の
工
事
が
続
行
さ
れ
、
　
一
七
六
九

年
、
前
後
九
ヵ
年
の
歳
月
を
経
て
つ

い
に
完
成
し
た
の
で
す
。

　
写
真
の
額
は
上
神
な
っ
た
年
の
冬

十
一
月
に
性
（
い
つ
）
山
道
人
が
書

い
た
籔
（
て
ん
）
字
で
す
。

　
こ
れ
は
【

補
陀
洛
山
」
（
ふ
だ
ら

く
せ
ん
）
と
読
み
、
観
昔
様
の
住
む

と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
南
端
の
山
を
指

す
の
で
す
が
、
観
世
音
の
霊
場
の
意

味
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
続
）

【
写
真
は
山
門
に
飾
ざ
ら
れ
た
額
】

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
だ
よ
り

■
茶
道
教
室
昌
二
十
日
、
二
十
七
日

午
後
七
時
■
花
道
教
室
h
二
十
三
日

午
後
七
時
臨
社
変
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
H

二
十
二
日
、
二
十
九
日
、
午
後
七
時

休
館
日
”
二
十
四
日
二
十
五
日
。
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家庭児童の相談は家庭児童相談員へ

市は昭和45年6月に家庭児童相談室を市社会福祉事務所

内に設置し、つぎの2名の家庭児童相談員を任命しまし

た。徳永泰三さん（神明町）中林フミさん（千代田町）

　家庭児童相談員とは

家庭の児童養育や妊産婦の福祉活動など幅広い分野の家

庭児童福祉の相談指導する仕事ですが、徳永さんと中林

さんは、社会福祉事務所内で相談に応ずるだけでなく、

保育所にいって指導助言したり、家庭に問題のある児童

は家庭に出向いて指導するなど活躍しています。

なお家庭児童相談員は家庭児童の問題などで困っている

方があったら遠慮なく相談に来て欲しいといっていまし

た。秘密は固

く守るそうで

すので念のた

め一▽

r写真右は中

林家庭児童相

談員」

蚕翻晶郷誌禽匪
蜀匿ヨ駆團囹圃囹囹國圏闇墜墜嗣囹囹駆E

　　　通算年金制度について　（1）

昭和36年4月から国民皆年金制度が実現し、拠出制国民

年金の発足によって、あわせて通算年金制度が実施され

ていることは、すでにご承知のことと思いますが、その

内容については充分に理解されていないように思われま

すので、今後数回にわたって説明したいと思います。

　通算年金制度とは

それ自体一っの独立した制度を意味するのではなく、各

公的年金制度（国民年金法、厚生年金法、船員保険法、

国家公務員共済組合法、地方公務員共済組台法、私立学

校教職員共済組合法、公共企業体職員等共済組合法、農

林漁業団体職員共済組合法で定められた8つの年金制度

をいいます）に含まれている通算年金部門を総称したも

のです。

通算ということは

一つの年金制度だけでは所定の資格期間をみたすことが

できないとき、他の制度にいた期間を、もし、いまの制

度に加入していたとしたら一定の年限（20年、25年）に

達し年金がもらえるような場合にこれらの期間を合算す

ることをいいます。そして、これによりもらうことがで

きる年金がr通算年金」であります。

国民皆年金とは

国民皆年金というのは、…1二1でいいますと、「すべての

国民が老令年金を受けられる状態」のことであります。

　　　　　　　　　　　　　（以下次号）

　　　　戸籍相談所開設のお知らせ

戸籍制度10Q周年記念行事として法務局と市共催で戸籍

相談所を開きます。

身分上の悩みなどお気軽にどうぞ。

と　き　10月27日　午前10時30分

ところ　市役所市民相談室

　　　　陸・海・空自衛隊員募集受付中

受験資格　入隊日現在満18才以上で日本国籍を有する者

　　　　　　　　　（女子は陸上のみ）

志願手続、志願票用紙は市役所市民課または自衛隊新潟

地方連絡部に請求してください。

一415一一


